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（預金残高）

第１章 現 金 ・ 預 金

ここでは，３級で学習した内容を確認したあと，当座預金について，決算時の修正仕訳と銀行勘定調整

表の作成方法を学習する。

．

現金勘定で処理するのは，通貨および通貨代用証券（他人振出の小切手，送金小切手，郵便為替証書，利払日

の到来した公社債の利札，配当金領収証など）である。

補 助 簿………現金出納帳

．

…………… 現 金 過 不 足 （不足額） 現 金

原因判明時……………… 交 通 費 現 金 過 不 足

決算まで原因不明……… 雑 損 現 金 過 不 足

…………… 現 金 現 金 過 不 足 （過剰額）

原因判明時……………… 現 金 過 不 足 売 掛 金

決算まで原因不明……… 現 金 過 不 足 雑 益

(注) 決算時に過不足額が発生したときには，現金勘定から直接，雑損勘定または雑益勘定に振り替える。

．

小口現金とは，小額の支払いのために，用度係に前渡しして出納管理させる一般現金から区分したものをいう。

補 給 方 法………定額資金前渡制（インプレスト・システム）

補 助 簿………小口現金出納帳

．

預金には，当座預金，普通預金，通知預金，定期預金，納税準備預金，別段預金，郵便貯金などがある。

．

当座預け入れ…………… 当 座 預 金 （ ）

当座引き出し…………… （ ） 当 座 預 金

借り越しの発生………… （ ） 当 座 預 金

当 座 借 越 （借越額）

借り越しの消滅………… 当 座 借 越 （借越額） （ ）

当 座 預 金

（注）この他，当座勘定だけで処理する方法もある。当座勘定を用いるときに，取引銀行が１つのときは，借

方残高は当座預金，貸方残高は当座借越を意味している。

補 助 簿………当座預金出納帳（小切手番号欄と借又は貸欄がある。）
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．

当座預金については，月末や期末などに，企業の当座預金勘定の残高と銀行の預金残高とを照合すると一致し

ないことが多い。そこで一致しない原因を明らかにし，両者の記帳に間違いのないことを確認するために，

を作成する。

不一致の原因

不一致の原因としては，企業と銀行との間の記帳についての時間的ズレによる場合と，企業または銀行におけ

る記帳上の誤りによる場合とがある。

企業の記帳 具 体 的 な 原 因 銀行の記帳

銀行の締切時間以降の預け入れ （入 金）
入 金 記 帳 済

（時間外預け入れ，夜間金庫） 未 記 帳

すでに相手先へ渡したけれど，未だ銀行に呈示されていない小切手 （出 金）
出 金 記 帳 済 みとりつけ

（ という） 未 記 帳

（入 金） 得意先からの当座振込があったが，企業で未記帳
入 金 記 帳 済

未 記 帳 取立依頼していた手形が取立済みとなっていたが，企業で未記帳

（出 金） 電話料が自動引き落しとなっていたが，企業で未記帳
出 金 記 帳 済

未 記 帳 振り出していた約束手形が支払済みとなっていたが，企業で未記帳

上記の不一致原因のうち企業において未記帳のものについては，企業で次のような決算整理仕訳を行い，帳簿

残高を修正する。

なお，銀行において未記帳のものは，銀行側の修正項目となるので、企業側では の決算整理仕訳は不要。

企業側の記帳上の誤りにより，企業の帳簿残高と銀行の預金残高が不一致のときには，当然企業側において

修正仕訳を行い，正しい残高を求めなければいけない。

小切手には正しい金額を記載したが，記帳上の金額を誤っていた。

（例）広告費5,600円支払いのため小切手を振り出したが，帳簿上誤って5,000円と記入していた。

広 告 費 600 当 座 預 金 600

みわたし

小切手を振り出し，その記帳も行ったが，未だ相手先に渡していない小切手（ という）

（例）買掛金7,200円支払いのため小切手を振り出していたが，未渡しとなっていた。

当 座 預 金 7,200 買 掛 金 7,200

（注）未渡しということは, 商品代金が未払いとなっているので（貸方）買掛金とする。

（例）交際費5,000円支払いのため小切手を振り出していたが，未渡しとなっていた。

当 座 預 金 5,000 未 払 金 5,000

（注）同じ未渡しでも, 商品代金以外の未払いであるから（貸方）未払金とする。

当 座 預 金 売 掛 金

当 座 預 金 受 取 手 形

通 信 費 当 座 預 金

支 払 手 形 当 座 預 金
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銀行勘定調整表の作成方法には，次の３つがある。

企業の帳簿残高と銀行の残高証明書残高のそれぞれを起点として，それぞれの銀行勘定調整表作成時にある

べき残高を算出し，両者が一致することを示す方法。

銀行の残高証明書残高を起点として，企業の帳簿残高に至る過程を示す方法。

企業の帳簿残高を起点として，銀行の残高証明書残高に至る過程を示す方法。

（取引例１）

３月31日現在における東京商会の当座預金勘定残高は2,700円であるが，取引銀行から入手した残高証明書

の金額は3,300円であった。そこで，この両者の差額の原因を調査したところ，次の事実が判明した。よって

(一)銀行勘定調整表を作成し，(二)決算修正仕訳を示しなさい。

３月30日に商品代金支払いのため振り出して記帳し，相手先に交付したが未取付の小切手500円。

３月31日に夜間金庫に預け入れた現金200円を当社では記帳したが，銀行では翌日の預け入れとして記帳し

ていた。

銀行では当座預金から自動引き落し済みであるが，当社では未記帳の電話料100円。

運送会社に運賃の支払いのために，小切手400円を作成したが，未渡しとなっていた。

(一)

，

銀 行 勘 定 調 整 表

平成 年３月31日

摘 要 会社の当座預金残高 銀行の残高証明書残高

３月31日現在 2,700円 3,300円

加算：翌日廻し預入 200

未渡小切手 400

3,100円 3,500円

減算：未取付小切手 500

電話料引落し 100

3,000円 3,000円

(注） この の方法で一致した金額3,000円は，当座預金勘定の次期繰越額であり，貸借対照表に記載され

る金額である。

(二)

借 方 金 額 貸 方 金 額

仕 訳 な し

仕 訳 な し

通 信 費 100 当 座 預 金 100

当 座 預 金 400 未 払 金 400

(注) 商品代金の支払いは完了しており，当社の処理は妥当である。たまたま銀行では支払いの呈示がな
かったので，未処理となっている。よって，当社は減算してあり，銀行は未処理のため，この調整表
では銀行側を減算する。
当社は預け入れの処理を行ったが，銀行では翌日預け入れとなり３月31日現在では未処理である。

よって，この調整表では銀行側を加算する。
銀行では減算して処理済みであるが，当社では未処理である。よって，この調整表では当社側を減

算する。

９



当社では支払いの処理を行ったが，その小切手は未渡しであるので未払いの処理を行う。よって，
この調整表では当社側を加算する。
※「摘要」には金額の説明文を書くので，問題を見て簡単に，わかりやすく書けばよい。

（取引例２）

前記（取引例１）にもとづき，銀行の残高証明書残高を起点とする場合（ の方法）と，企業の帳簿残高を

起点とする場合（ の方法）の加算項目と減算項目について，それぞれ番号を示しなさい。

（イ）最初に，修正項目を会社側と銀行側に区分し，次のようにメモする。

会 社 残 高 2,700 銀 行 残 高 3,300
（ ） 100 （ ） 500
（ ） 400 （ ） 200

3,000 3,000

（ロ）次に, 右側の銀行残高3,300円から3,000円を求め, 左側の3,000円から会社残高2,700円を求めるように

加算（ ），減算（ ）をメモする。

会 社 残 高 2,700 銀 行 残 高 3,300
（ ） 100 （ ） 500
（ ） 400 （ ） 200

3,000 3,000
（一致）

ここで点線につけた「 」が加算項目，「 」が減算項目と判断する。

加 算 項 目 ，

減 算 項 目 ，

上記ロにおいて，左側の会社残高2,700円から3,000円, 右側の3,000円から銀行残高3,300円を求めるので，

の方法による場合とは加算項目と減算項目が逆になる。

加 算 項 目 ，

減 算 項 目 ，
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【問題１】 決算日現在の当座預金残高について銀行の残高証明書残高と照合したところ，次の事項が判明した。よって，必

要な決算整理仕訳を示しなさい。なお，仕訳不要のときは借方欄に「仕訳なし」と明記しなさい。

仕入先へ商品代金支払いのため振り出した小切手2,000円が，銀行に未呈示であった。

得意先より売掛金3,000円が振り込まれていたが，当社では未記帳であった。

取立を依頼していた手形6,000円が取立済みとなり，当座預金口座に入金されていたが当社では未記帳であった。

広告費の支払いのために振り出した小切手6,500円について，6,000円と記帳していた。

番号 借 方 金 額 貸 方 金 額

【問題２】 次の資料により， 銀行勘定調整表を作成し， 決算修正仕訳を示しなさい。なお，仕訳不要のときは借方欄に

「仕訳なし」と明記しなさい。

３月31日における会社の当座預金残高は15,720円であるが，銀行から入手した当座勘定残高証明書の金額は20,720円で

あった。両者を照合した結果，次の事実が判明した。

銀行では当座預金から自動引き落し済みであるが，当社では未記帳の水道光熱費3,000円。

３月31日に買掛金支払いのために振り出して記帳し，相手先に交付したが未取付の小切手6,000円。

売掛金の回収としての得意先からの当座振込12,000円を銀行では記帳したが，当社では未記帳である。

３月31日に夜間金庫に預け入れた現金10,000円を当社では記帳したが，銀行では翌日預け入れとして記帳している。

銀行勘定調整表の作成

平成 年３月31日

摘 要 会社の当座預金残高 銀行の残高証明書残高

３月31日現在 15,720 円 20,720 円

加算：当 座 振 込 （ ）

：翌日廻し預入 （ ）

（ ）円 （ ）円

減算：水道光熱費 （ ）

：未取付小切手（支払未済小切手） （ ）

（ ）円 （ ）円

決算修正仕訳

番号 借 方 金 額 貸 方 金 額
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【問題３】 東京商会 が，取引銀行（第七銀行）より取り寄せた当座預金の残高証明書（平成 年３月31日現在）は，当社

の当座預金出納帳の残高と一致していなかった。次の資料により銀行勘定調整表を作成しなさい（摘要欄と金額欄に記入

すること）。また，期末修正仕訳を示しなさい。ただし，仕訳が不要の場合には借方欄に「仕訳なし」と記入すること。

資料 第七銀行の残高証明書残高 224,900円

資料 東京商会の当座預金出納帳残高 223,900円

資料 不一致の原因を調整したところ次の事項が判明した。

１．仕入先Ａ商店に振り出した約束手形60,000円が期日に決済され支払われていたが，当社では未記入であった。

２．備品の購入代金支払いのため小切手30,000円を振り出したが，先方に未渡しであり，いまだ出納係の手許にあった。

３．借入金の利息5,000円が当座預金口座から引き落とされていたが，当社では未記入であった。

４．得意先Ｂ商店より売掛金の回収として振り込まれた46,000円を40,000円と記帳していた。

５．仕入先Ｃ商店に対する買掛金の支払いとして振り出した50,000円が，銀行に未呈示であった。

６．３月31日に現金20,000円を当座預金口座へ預け入れたが，銀行の営業時間終了後であったため，銀行は翌日の入金と

して処理していた。

平成 年３月31日 （単位：円）

摘 要 金 額

東京商会の当座預金出納帳残高 （ ）

加算：

( ) （ ）

( ) （ ）

( ) （ ） （ ）

計 （ ）

減算：

( ) （ ）

( ) （ ）

( ) （ ） （ ）

第七銀行の残高証明書残高 （ ）

期末修正仕訳

借 方 金 額 貸 方 金 額

１

２

３

４

５

６
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第２章 商 品 売 買 取 引

ここでは，３級で学習した内容を確認したあと，仕入割引・売上割引，総記法，後入先出法・総平均法，

棚卸減耗費・商品評価損について学習する。

．

商品取引の記帳は，一般的には商品の勘定を繰越商品，仕入，売上の三つに分割した が用いられる。

では，商品を仕入れたときは，その原価で の借方に記入し，売り上げたときは，その売価で

の貸方に記入する。そして，期末に未販売の商品を，その原価で仕入勘定から の借方に振り替え，

次期に繰り越す。

．

返 品

（掛）仕入戻し……… 買 掛 金 仕 入

（掛）売上戻り……… 売 上 売 掛 金

値 引

（掛）仕入値引……… 買 掛 金 仕 入

（掛）売上値引……… 売 上 売 掛 金

．

， （これを という） 。

つまり，仕入勘定の借方に記入する。また，売り上げるために要した，荷造費・運賃など（これを という）

は の借方に記入し，売上勘定に関係させない。

なお， （得意先） ，

。

．

掛売買代金の決済に当たり，契約期間内に決済されると代金の一部を割り引く場合があり，これを現金割引とい

う。現金割引には， ，

。

なお，仕入割引は を用いて収益として処理し，売上割引は を用いて費用として処理する。

（取引例）

買掛金2,000円を期限前に支払い，20円の割り引きを受け残額を現金で支払った。

買 掛 金 2,000 仕 入 割 引 20

現 金 1,980
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売掛金3,000円を期限前に回収し，30円の割り引きを行い残額を現金で受け取った。

売 上 割 引 30 売 掛 金 3,000

現 金 2,970

【問題１】 次の各取引の仕訳を示しなさい。なお，商品取引の記帳は三分法による。

３月２日 東京商店から商品70,000円を仕入れ，代金は掛とした。なお，引取運賃2,000円は現金で支払った。

５日 神奈川商店に商品80,000円を売り渡し，代金のうち30,000円は同店振り出しの小切手で受け取り，残額は掛と

した。なお，発送費3,000円は現金で支払った。

８日 千葉商店の売掛金50,000円を決済し，現金を受け取った。ただし，500円の現金割引を行った。

10日 ３月５日に神奈川商店に売り渡した商品のうち，8,000円は品違いのため返品され，返品額は掛代金から差し

引くことにした。

15日 埼玉商店に対する買掛金60,000円を決済するため小切手を振り出して支払った。ただし，600円の現金割引を

受けた。

日 付 借 方 金 額 貸 方 金 額

３／２

５

８

10

15
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期末商品期首商品

純売上高

純仕入高 売上原価

3,000

2,000 2,100

．

仕 入 帳……仕入勘定の内訳明細を記入し，「総仕入高」「仕入値引戻し高」「純仕入高」を把握する。

売 上 帳……売上勘定の内訳明細を記入し，「総売上高」「売上値引戻り高」「純売上高」を把握する。

．

商品売買を三分法によっている場合には，売り上げのつど商品販売益を算定せず， ，

。

（取引例） ， ，

次の資料にもとづき， 売上原価の算定と商品販売益の算定の仕訳を示し， 総勘定元帳の記入を行いなさい。

また， 精算表の記入を示しなさい。

決算整理前残高試算表 決算整理事項：

繰 越 商 品 300 売 上 3,000 期末商品棚卸高 200円

仕 入 2,000

。

繰越商品勘定の借方に記入されている前期繰越額300円を仕入勘定の借方に振り替える。

仕 入 300 繰 越 商 品 300

期末の商品有高200円を仕入勘定から控除して繰越商品勘定の借方に振り替える。

繰 越 商 品 200 仕 入 200

。

売上勘定の貸方残高（純売上高）3,000円を損益勘定の貸方に振り替える。

売 上 3,000 損 益 3,000

仕入勘定の借方残高（売上原価）2,100円を損益勘定の借方に振り替える。

損 益 2,100 仕 入 2,100

精 算 表

繰 越 商 品 売 上

前期繰越 300 仕 入 300 （値引・戻り高） 100 （総売上高） 3,100

仕 入 200 損 益 3,000

500 500 3,100 3,100

前期繰越 200

仕 入 損 益

（総仕入高） 2,050 （値引・戻し高） 50 仕 入 2,100 売 上 3,000

繰越商品 300 繰越商品 200 （売上原価） （純売上高）

損 益 2,100

2,350 2,350

勘定科目 残 高 試 算 表 整 理 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表

繰越商品 300 200 300 200

売 上 3,000

仕 入 300 200
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